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モ浮撃狽浮窒 titration splitti㎎ ，．狽撃狽窒≠狽撃盾 spli“ing
initiaI 8．4ml 0％ 8．4m1 0％
1day・ 5．3ml 36．9％ 8．3m1 1．2％
2days 4．lm1 51．0％ 6．Oml 28．6％
3day5 5．3m1 36．9％ 5．2m1 38．1％
4days 3．4ml 59．5％ Oml 100　％
5days 7．5ml 10．7％ Om1 100　％

































































30　mi几 8．6 78．2 10．8 0
60　min． 13．0 100 23．9 0
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Fig．5．　Release　of　reducing　groups　from
　　　　　chondroitin　sulfate　by　the　crude
　　　　　enzyme　following　the　substrate
　　　　　splitting
した．pH　5．5～6．0で最大の分解が認められたが，
pH　7．5以上では殆んど分解が認められなかった．
この成績から，本菌のchondroitin　sulfate分解因
子の作用至適pHは，5．5～6．0の範囲であること
がわかった．
　本因子の熱抵抗性は，40℃，10分処理では，そ
の活性に低下が認められなかったが，50℃以上で
は処理温度と共に活性が低下し，7（アC，10分で活
性が認められなかった．このことから本分解因子
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Fig．6．　Effects　of　the　concentration　of　the　sample　upon　chondroitin　sulfate　splitting
は，70℃，10分で失活する易熱性であることがわ
かった（Fig」4）．
　培養上清から得た，各硫安画分の活性は，Table
3に示す如く，30％および90％画分の分解率は，
1時間のincubationでそれぞれ13．0％，23．9％
と低いのに対して，60％画分の分解率は，30分の
incubationですでに78．2％を示し，いずれの画分
よりも強い活性を示した．この60％画分による
chondroitin　sulfate分解をreducing　groupの定
量によって追究すると，Fig　5の如く，．titration
method　による基質分解に比例して，　reducing
groupの増量が認められた．また，本60％画分の
濃度に正比例してchondroitin　sulfateが分解さ
れることもわかった（Fig．6）．
　以上の成績からPropionibUcteriumαcnesの
chondroitin　sulfate分解因子は，非透析性の酵素
と考えられた．
考 察
　本菌は，動物における実験混合感染症の成立に
’必須であることがわかっている．しかし，それ以
後の多くの研究9）14）22）23）にもかかわらず，その感
染機序は，未だ明らかでない．本研究で示された
P「oPionibacte「ium　acnesのchondroitin　sul．
fatase活性…は，この実験混合感染症の成立機序説
明の一因子として役立つであろう．元来，本菌は，
歯齪嚢局所の主要局在菌17）であることから，歯周
疾患の発症ならびに経過に何らかの役割を果たし
ているものと考えられる．おそらく上述の実験混
合感染症の成立機序と軌を一にする可能性もあろ
う．他の多くの生体個所における本菌の役割4）5［
からみて，歯周疾患の最初の変化である歯齪炎の
成立に本活性が関連しているかも知れない．hya・
luronidaseの局所滴下によって炎症性変化がみ
られ1）　19｝たという動物実験は，本酵素活性が炎症
の初発をもたらす可能性を示唆している．何らか
の機序によって局所組織の崩壊がわずかでも起き
た場合には，本酵素の炎症増悪の役割は容易に推
定できる．本酵素活性によって結合組織は，種々
の毒性物質の侵入を促進するであろうし，微小循
環に障害を与えると考えられるからである．
Schultz－Haudt20）らによって推定された本酵素活
性の炎症局所における二次的役割を間接的に指示
する所見は，本酵素の至適pHである．一般に歯
齪嚢局所のpHは，高いのに対して，本酵素活性
がpH　5．5から6．0という，やや低いところにあ
ることは，炎症現場での本酵素活性の役割を示
唆すると考えられる．
　近年，本菌の保有する生物活性は，極めて広範
囲であることが示されている7）　15｝　16）　21｝．これらの
生物活性が生体内で作用する際には，本酵素活性
もこれらの作用と明らかに関連すると考えられ
る．本菌の保有する生理的意義や病原的役割につ
松本歯学　2（2）1976
いては，さらに検討されるであろうが，本酵素活
性の特異性は，これらの解明の一助となろう．
　　　　　　　　　　結　　　　論
　主に歯槽膿漏症患者歯齪嚢より分離した，Pro－
pionibacten’um　acnesは，　chondroitin　sulfateを
分解することがわかった．その分解因子は，菌体
外に産生され，70℃，10分で失活し，非透析性で
ある．従って本因子の本態は酵素であることがわ
かった．本酵素の作用至適pHは5．5～6．0であ
る．本菌は，2種のElacteroidesと協同して実験感
染症を成立する事実と考え合せ，本菌の保有する
chondroitin　sulfataseの歯周疾患における役割を
考察した．
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